




Nightingale's thought and Anthroposophic Nursing 











The term， Anthroposophic Nursing， isdoes not known generally to medical workers. 
Anthroposophic medicine was based on Anthroposophy， which was started in the 1920s by 
Dr. Rudolf Steiner. Anthroposophic medicine is one of the medical systems， and it was begun 
under Dr.lta Wegman's cooperation. Anthroposophic Nursing is based on the Anthroposophic 
medicine. In japan it is known as Steiner's education method. 
In this paper， we try to introduce the direction of Anthroposophic Nursing， which is based 
on Nightingale's thought. We hope that it wil be the first step toward formulate a system of 
Anthroposophic Nursing. 
Key word :アントロポゾフィー医学 (AnthroposophicMedicine)，アントロポゾフィー看護



























































































































































































































































































































































































安全と安1[>のニード 安全と安心のこー ド 外的な昏威に対して体と情績を本来の状態に保つこと

















I 自律感と恥、. 疑感 意思 親
m 主導感と罪悪感 目的 基本家族(親 ・同胞との関係)
IV 勤勉感と劣等感 コンピテンス 「近隣J・学授
V アイデンティティと 忠誠 仲間集団 ・外集団.リーダーシ
その括鍛 ツプのモデル
VI I 親密感と磁狙感 !愛 i友情.性愛，競争.協力の関係
1 におけるパートナー
羽 生殖感と沈滞感 世話 |分業と家穆の共有
四 統合感と溶胆 英知 I r全入品「わが一族J
(ヱヴアンズ. R. 1.箸，岡堂哲雄 ・中園正身訳:エリクソンは語る一一アイデンティティの
心理学. p.160.新暗社. 1981による.一部改変)
表2.アン トロポゾフィ のー人IlUWlにおけるバイオグラフィ ーの発達段階 [近見 ・糊口編]
発達段階 年齢 心理一社会的課題 基本的徳目 人生全体のリズム
第1<七年期> 0-7歳 意志が育つ 善 もらうこと、受け取ること。
第2<七年期> 7-14歳 感情が育つ 美
「人間になりゆく」時期、準
備期間
第 3<七年期> 14-21最 思考が育つ 真実
第 4<七年期> 21-28歳 経験をつむ 関係性 もらうことと与えることの交
第 5<七年期> 28-35歳 組織に生きる 構築力 互作用が強く刻印づけら
第 6<七年期> 35-42議 聞いをもっ 意識
れる。「人間である」時期、
生活と闘争の期間
第 7<七年期> 42-49歳 葛藤する 判断力 与えることが全面にでる。
第 8<七年期> 49-56歳 新たな地平を得る 創造性 「人間として成熟する」時
期
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